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【Bridgestone E8 Commitment】 Ease より安心で心地よいモビリティライフを支えることをコミットする ⇒ 啓発活動の実施
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対象 背景 実施内容

未就学児
乗る場所の減少、共働きで教える時間がない、

高層マンション駐輪場不十分・自転車持っていない
親子乗り方教室

小学生 自転車に乗れない、学校統廃合/通学の遠距離化 交通安全授業、乗り方教室

中学生 学校統廃合/通学の遠距離化 交通安全授業

高校生
学校統廃合・公共交通機関の減少、通学の遠距離化

交通ルール無関心
交通安全授業

子育て世代 待機児童問題＝送迎の遠距離化、自転車乗るのは学生時代以来 オンライン講習会・質疑応答

自転車通勤者 コロナ禍では、自転車通勤増（自宅⇔会社） オンライン講習会、動画活用

シニア 高齢者による「自動車」事故、免許返納後の代替モビリティ
交通安全講習

＋電動アシスト自転車体験

配送業者 コロナ禍で、需要急拡大 配達員の交通ルール、マナー違反 交通ルール・乗り方講習会

交通安全問い合わせの背景、実施内容

2023年 「地域×ライフステージ」に応じた講習会を年間75回実施(4,000人)

「自転車通勤推進企業」宣言プロジェクト

 優良企業認定
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自治体・学校・警察からの問い合わせ・依頼があり、ニーズに合わせてカスタマイズ、交通安全啓発活動を行っています。
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どの世代においても、交通ルールの重要なポイントを

伝えるには、「自転車安全利用五則」が使いやすい。

但し、未成年者には、「④飲酒運転」については、すぐには

関係しないため、未成年者版があるとより活用しやすい。

交通ルールを「知る・守る」ことは、命に関わる重要なことですが、

内容はつまらない、関心が持てない、危険/安全への意識が希薄。

「ライフステージ別に、どのような内容を、どのように伝えたら

意識変容・行動変容を起こせるか」、参加者の反応を見ながら内容を見直し、

啓発活動を行っています。

どの世代においても
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【未就学児・親子向け】 乗り方教室、配布物

■心掛けている点

（乗り方教室）両手でブレーキかけること、止まること。保護者も参加、子どものサポート方法を学んでいただく。

（交通ルール）子どもが自転車に乗れた時＝保護者の交通ルールへの意識高くなるタイミング。保護者も学べるように。
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【小学生・親子向け】 小学校交通安全授業・イベント出展

冊子 ゲーム

■心掛けている点

（授業）小学3・4年生が45分の授業を集中して交通ルールを

覚えるように。重要なことを楽しく、繰り返す。

（ブース）親子で参加。保護者には、自転車の交通ルール知ら

ないことを自覚してもらう。

授業の様子

イベント出展
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【小学生・親子向け】 繰り返し説明/事例
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【小学生・親子向け】 クリアファイル×動画

■心掛けている点

自転車の交通ルール（自転車安全利用五則）を日常的に、

目にする機会を作る。親子で学ぶ、保護者が学ぶ機会を作る。

「日本代表/自転車安全利用五則クリアファイル」を

選手の出身地/自治体の全小中学校に配布

赤字：「自転車は、車道を通ることが決まりですが、子ども（13歳未満）が自転車に乗るときは、歩道を通ることができます。」

小学生版

中学生版
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警視庁 交通事故発生マップの活用

都内の自転車死亡事故現場80か所を視察。なぜ、事故が起きたのか、何を伝えたらその事故は防げたのかを考察。

事故現場の「場所」だけでなく、「事故概要」が分かることは、

「なぜ」事故が起きたのか、「なぜ」危険なのかを考える上で非常に有用な情報。
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【高校生向け】 交通安全授業資料

実際に起きた自転車の死亡事故を事例に、現場の写真、データなど活用して説明。
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ニュース内容から、高校生が自転車で下り坂カーブを右側通行、自動車と正面衝突して亡くなった事故現場を視察。

【高校生向け】 事故現場視察（事故概要が分からない場合）、交通安全授業資料

■心掛けている点

高校生が関心を持つように、交通ルールを伝えるだけでなく、

「なぜ危険なのか」実例を基に説明。
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【子育て世代向け】 自転車はじめの一歩セミナー資料

■心掛けている点

自転車乗るのが学生以来、10年ぶりの方が非常に多い。

子乗せ自転車、1つの自転車に2~3人が乗る。

⇒「交通ルールと、子乗せ自転車の使い方・乗り方」を伝える。

自転車での送迎、不安に思う人多く、

オンライン講習会での質疑応答30～40分。【よくある質問】
・子乗せ自転車の選び方（前乗せタイプか後乗せタイプか）

・幼児２人を乗せ降ろしする場合は、兄弟でどちらが先か

・子ども二人乗せて、押し歩きするときのコツは？（転倒しそうで不安）
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